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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年11月16日(2017.11.16)

【公開番号】特開2016-69500(P2016-69500A)
【公開日】平成28年5月9日(2016.5.9)
【年通号数】公開・登録公報2016-027
【出願番号】特願2014-199573(P2014-199573)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   5/00     (2006.01)
   Ｄ０６Ｐ   7/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    7/00     ３０２　
   Ｄ０６Ｐ    3/00     　　　Ａ
   Ｄ０６Ｐ    5/00     　　　Ｄ
   Ｄ０６Ｐ    7/00     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    7/04     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月27日(2017.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　染色面に染料が付着した樹脂体を加熱することで、前記樹脂体に前記染料を定着させて
前記樹脂体を染色するための染色装置であって、
　電磁波を発生させる電磁波発生手段と、
　前記電磁波発生手段によって発生された電磁波を照射することによって、前記樹脂体の
染色を行う際に、前記樹脂体の周囲を閉塞する閉塞室と、
　前記電磁波発生手段によって発生された電磁波が単位時間当たりに前記樹脂体に加える
熱量である印加熱量を検出するための熱量検出手段と、を備え、
　前記熱量検出手段は、前記閉塞室の外部に配置されることを特徴とする染色装置。
【請求項２】
　請求項１の染色装置において、
前記電磁波発生手段の前記印加熱量及び前記電磁波発生手段の照射時間の少なくとも一方
を制御するための制御手段を備え、
　前記制御手段は、前記熱量検出手段による検出結果に基づいて、前記印加熱量及び前記
照射時間の少なくとも一方を制御することを特徴とする染色装置。
【請求項３】
　請求項１又は２の染色装置において、
　前記熱量検出手段の検出結果に基づく検出情報を表示手段に表示するための表示制御手
段を備えることを特徴とする染色装置。
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